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「
横
浜
国
立
大
学
国
語
・

日
本
語
教
育
学
会」

は、

昭
和
五
十
七
年
(
-

九
八
二
）

七
月
十
日
に
「
横
浜
国
立
大
学
国
語
国
文
学

会」

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た。

実
に
四
0
年
も
の
間、

多
く
の
皆
様
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ、

数
々
の
研
究
成
果
を
世
に
問
う
て
き

ま
し
た。

し
か
し
な
が
ら、

本
号
掲
載
の
拙
稿
「
横
浜
国
立
大
学
に
お
け
る
国
語
科
の
変
遷
に
つ
い
て」

で
述
べ
ま
す
よ
う
に、

学
部
・

大

学
院
の
改
編
が
繰
り
返
さ
れ、

つ
い
に
は
教
育
学
研
究
科
に
お
い
て
国
語
教
育
研
究
を
深
め
る
専
攻
が
消
滅
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

そ
こ
で、

令
和
三
年
（
二
0
ニ
―
)

五
月
二
0
日
付
け
で、

横
浜
国
立
大
学
国
語
・

日
本
語
教
育
学
会
の
会
員
の
皆
様
に、

「
横
浜
国
立
大
学
国
語
日
本
語
教
育
学
会
の
解
散
に
つ
い
て」

と
い
う
文
書
を
お
送
り
し、

本
学
会
は、

令
和
三
年
度
（
二
0
ニ
―
)

末
を
も
っ
て
解
散
し、

会
誌
『
横
浜
国
大
国
語
研
究」

も
第
四
0
号
（
本
号）

を
も
っ
て
終
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

正
式
に
は、

対
面
に
て
学
会
総
会
を
開
催
し、

そ
の
席
で
皆
様
の
ご
了
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す。

で
す
が、

本

稿
執
筆
時
点
に
お
い
て、

三
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
収
束
が
見
通
せ
ず、

さ
ら
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る

緊
迫
し
た
情
勢
も
出
来
す
る
な
ど、

総
会
開
催
時
期
を
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
状
況
で
す。

早
く
安
全
で
平
和
な
社
会
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
私
ど
も
も
で
き
る
努
力
は
重
ね
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が、

本
学
会
に
関
し
ま
し
て
は、

右
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
解
散
に

向
け、

準
備
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す。

と
こ
ろ
で、

日
本
の
社
会
は、
一

八
六
八
年
の
明
治
維
新
以
来、

概
ね
三
六
年
前
後
で
大
き
な
変
動
期
を
迎
え
て
き
た
よ
う
に
見

横
浜
国
立
大
学
国
語
・

日
本
語
教
育
学
会
代
表
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え
ま
す。

明
治
維
新
の
三
六
年
後
の
明
治
三
七
年
(
-

九
0
四
年）

に
は
日
露
戦
争
勃
発、

そ
の
終
結
後
三
六
年
の
昭
和
一

六
年

（
一

九
四
一
）

に
は
太
平
洋
戦
争
勃
発、

終
戦
後
か
ら
三
六
年
後
の
昭
和
五
六
年
(
-

九
八
一
）

に
は、

米
国
に
ド
ナ
ル
ド，．

レ
ー

ガ
ン
大
統
領
が
誕
生
し、

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

サ
ッ
チ
ャ
ー
英
国
首
相
(
-

九
七
九
年
就
任）
、

中
曽
根
康
弘
首
相
（
昭
和
五
七
年

（
一

九
八
二）

就
任）

と
と
も
に
新
自
由
主
義
政
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
三
六
年
後
は
平
成
二
九
年
（
二
0
1

七）

に
当
た
り
ま
す。

米
国
で
は
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任
し
た
年
で
す
が、

歴
史
的
に
見
て、

こ
の
時
期
が
ど
の
よ

う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
ど
う
関
係
づ
く
の
か。

右
の
年
代
は
都
合
の
良
い
数
字
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が、

中
心
と
な
る
世
代
が
入
れ
替
わ
り、

歴
史
の
記
憶
が
薄
れ
る
だ
け
の
時
間
幅
に
も
見
え
ま

す。二
0
世
紀
後
半
の
グ
レ
ー
ト
・

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Great

Acc
elerati
o
n)

に
よ
り、

世
界
は
大
き
な
社
会
変
動、

気
候

変
動
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す。
「
人
新
生
」
（
人
類
の
活
動
が
地
質
や
生
態
系
に
影
響
を
与
え
た
地
質
時
代
の
区
分）

と

い
う
用
語
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
危
機
に
向
け
て、

日
本
で
は、

I
O
T
や
A
I
を
汎
用
技
術
と
し
て、

仮
想
空
間
と
現
実

空
間
を
融
合
さ
せ
た
S
ociet
y
5.

0

の
構
築
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
も
そ
の
一

端
を
担
う

も
の
で
す。

そ
の
是
非
は
分
か
り
ま
せ
ん
が、

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も、

学
校
教
育、

国
語
科
の
学
習
は、

大
き
な
影
響
を
受
け
つ

つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す。

た
だ、

今
後
い
か
な
る
社
会
が
到
来
し
て
も、
「
国
語
科」

と
い
う
教
科
名
は
分
か
り
ま
せ
ん
が、

第

二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
も
含
む
「
こ
と
ば
」

の
教
育
自
体
は
不
可
欠
で
し
ょ
う。

言
う
ま
で
も
な
く、

私
た
ち
の
営
み
は
す
べ
て

「
こ
と
ば
」

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ、

或
い
は
「
こ
と
ば
」

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
の
こ
と
を
胸
に、

私
た
ち
は
今
後
と

も
「
こ
と
ば
」

と
い
う
角
度
か
ら、

次
代
を
担
う
教
員
の
養
成
・

育
成
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す。

な
お、

以
下
に
は、

本
学
会
発
足
時
の
経
緯
な
ど
を
述
べ
た
石
井
茂
先
生
の
文
章
（
『
横
浜
国
大
国
語
研
究』

創
刊
号
に
掲
載）

を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

先
生
の
文
章
を
拝
読
し
な
が
ら、

改
め
て、

先
人
の
多
大
な
ご
努
力
と
熱
意
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に、

こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す。
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